
学校番号 ２１５ 

平成 31年度 地理歴史科 
 

教科 地理歴史 科目 日本史 B 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高校日本史 B」(実教出版） 

副教材等 「日本史のアーカイブ」(東京法令出版) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1．本校には、進学希望者だけでなく、就職希望者もいるので、基本的な内容を基本的な技能を使って扱う中で、

歴史に関する関心や意欲を高め、日本の歴史と今後の日本史について考え、表現するような授業展開をはかる。 

2．生徒たちが、選挙権を獲得し、政治に参加していくこともふまえ、歴史上の課題などを、現在の問題に置き換

え、「自分ならどうするか」ということを考えることを繰り返す中で、自分の生き方や社会のあり方を考えられる

ような授業展開をはかる。 

 

２ 学習の到達目標 
１．日本の通史を事実に基づき把握し、歴史の構造とその変化の過程を理解する。とりわけ、原始から古代・中世の日本の

歩みを学習する中で、政治・経済・社会・文化の歴史認識を養う。 

２．歴史を現代の課題と関連して主体的に学び、近隣諸国との古代から中世に関連する歴史的思考力を養う。 

３．日本の歴史を世界の動きと関連して把握し、国際社会に生きる日本人としての自覚と資質を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

縄文時代はいわば日本

独自の発展があり、弥

生時代以降は大陸の農

耕文化の強い影響を受

け、やがて天皇を中心

とした律令国家が成立

し、荘園制の発展によ

り、武士団が形成され、

鎌倉・室町幕府が成立

した。こうした日本の

歴史の流れに関心をも

ち、意欲的に追求しよ

うとする。又、日本の

伝統や文化の起源を知

ろうとしている。 

大和政権の進展と大陸

文化の影響下、律令体

制によって、国家と人

民という関係ができ

る。荘園制の発展は所

領を守るために生まれ

た武装集団が武士とな

り、武家社会が形成さ

れた。鎌倉・室町の幕

府と朝廷との関係がど

うなって行くのかを考

え、自分ならどうする

のか判断し、適切に表

現できている。 

教科書に記載されて

いる史料や、担当者の

方で選択した史料を

読み取ることができ

る（文字史料の意味を

理解したり、絵画資料

から当時の様子をイ

メージしたりするこ

とができる）。 

さらに、古代は、中国

側の史料を読むので、

漢文の読解力が身に

ついている。 

縄文から弥生・古墳・

飛鳥・奈良・平安・鎌

倉・室町時代と古代か

ら中世の日本の歴史

と文化の進展を理解

し、朝廷（支配者・権

力者）や幕府（支配者）

と農民（被支配者）と

の関係について力関

係が戦国時代にはど

うなってきたのか、下

克上とは何を意味す

るかを歴史の知識を

身につけ歴史的理解

ができている。 

評
価
方
法 

 

発問に対する回答、感

想文 

 

授業における教師から

の発問に対する回答 

定期考査 

 

授業における史料読

解の作業における取

り組み 

定期考査 

 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
中
間
考
査 

第
１
章 

文
化
と
国
家
の
形
成 

１．日本の旧石器文化 

２．縄文時代の社会と文化 

３．弥生時代の社会と文化 

４．小国の分立から倭国の

形成へ 

５．大和政権の形成 

６．倭の五王と大和政権の

勢力伸長 

７．氏姓制度と群集墳の出

現 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a: 石器時代には、平等な社

会だったが、農耕がはじまる

と貧富の差があらわれ、権力

者が出現してくることに関心・

意欲を持っている。 

b: 人間がまだ文字を知らな

い時代の歴史は、地中に埋

まっている遺跡から考古学の

成果によってわかることを思

考・判断・表現できている。 

c: 自分たちの地域に残る古

墳と畿内にある巨大な古墳と

のかかわりを調べる。 

d:古代大和政権と古墳との

関係、倭の五王と大和政権

の伸長、氏姓制度と朝廷と

民衆との関係について理解

している。 

 

 

授 業 時 の

発問 

 

 

史料読解 

漢 文 史 料

理解 

 

ノート提出 

 

テスト 

１
学
期
期
末
考
査 

第
２
章 

古
代
国
家
の
確
立 

                                                                                 

１．飛鳥時代の政治と文化                                                                                  

２．古代国家の形成                                                                               

３．律令の成立と白鳳文化                                                                             

４．平城京と律令政治                                                                                 

５．奈良時代の社会と政治                                                                                

６．国家仏教と天平文化                                                                             

７．平安初期の政治と文化                                                                          

８．摂関政治の確立                                                                                       

９．国風文化の成立 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a: 古代国家が中国など東ア

ジア地域との関係のなかで成

立し、古代国家の政治・経

済・文化に関心・意欲を持っ

ている。 

b: 古代の都と地方の関係を

調べ、飛鳥・奈良に古代の都

が成立した意味を考える。 

c: 古代国家の税制の特徴を

とらえ、鎮守国家仏教の特徴

をとらえる。 

d: 律令社会の変質過程をと

らえ、藤原氏が摂政関白とし

て権力をもつようになる過程

を理解している。 

 

授 業 時 の

発問 

 

 

史料読解 

漢 文 史 料

理解 

 

ノート提出 

 

テスト 

２
学
期
中
間
考
査 

第
３
章 

中
世
社
会
の
成
立 

                                                                                   

１．中世社会の土地制度                                                                           

２．武士団の成立                                                                                 

３．院政と保元・平治の乱                                                                          

４．平氏の繁栄と治承・寿

永の乱                                                                          

５．鎌倉幕府の成立過程                                                                                    

６．承久の乱と執権政治                                                                           

７．地頭の荘園支配                                                                              

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

a:荘園公領制が成立していく

過程と武士がしだいに権力を

獲得していく過程に関心・意

欲を持っている。  

b: 武士がしだいに権力を獲

得していく過程を理解し、御

家人制度を基盤とする鎌倉

政権の意義を考察・判断し、

それを適切に表現できてい

る。 

c: 鎌倉時代の文化と仏教の

特徴をとらえる。 

d: この時期に地頭による荘

園支配が進んでいることを理

解している。 

 

授 業 時 の

発問 

 

 

史料読解 

 

 

ノート提出 

 

テスト 



２
学
期
期
末
考
査 

第
３
章 

中
世
社
会
の
成
立 

 

第
４
章 

中
世
社
会
の
展
開 

８．農工業の発達と流通                                                                          

９．蒙古襲来と鎌倉幕府の

衰退                                                                          

１０．鎌倉時代の仏教と文

化                                                                              

１１．北条氏の専制と悪党 

 

 

                                                                 

１．建武の新政と南北朝の

内乱                                                                          

２．室町幕府の確立                                                                                                                                                     

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:蒙古襲来と鎌倉幕府の滅

亡、後醍醐天皇による建武

の新政、室町幕府の成立の

過程に関心・意欲を持って

いる。 

b: 蒙古襲来が鎌倉幕府に

与えた影響と執権政治と悪党

の出現の意味と鎌倉幕府滅

亡後、南北朝の内乱が長い

間続く原因を思考・判断・表

現できている。 

c:当時の史料（歎異抄・悪

人正機など）を読んで分か

る。 

d: この時代の歴史の流れと

農工業の発達と流通の発展

の関係が理解できている。 

 

授 業 時 の

発問 

 

 

史料読解 

 

 

ノート提出 

 

テスト 

３
学
期
学
年
末
考
査 

第
４
章 

中
世
社
会
の
展
開 

３．室町幕府の東アジアと

日本                                                                        

４．南北朝時代の文化と北

山文化                                                                         

５．室町時代の流通経済

の発達                                                                                    

６．惣村と一揆                                                                       

７．室町時代の衰退と戦国

動乱                                                                           

８．戦国時代の政治と社会                                                                        

９．東山文化と地方への波

及  

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a: 室町幕府の性格と対外関

係の特徴と室町幕府の衰退

から戦国時代の始まりまでの

過程に関心・意欲を持ち意欲

的に追求しようとしている。 

b: 南北朝時代の文化と北山

文化の特徴、東山文化と地

域文化の発展について、その

特徴と惣村が形成されていく

意義と特徴を思考・判断・表

現している。 

c:当時の史料（二条河原の

落書き等）を読んで理解で

きる。 

d: 惣村を基盤とする一揆が

なぜおこってきたのか、又、

室町時代の流通経済の発達

過程を理解している。 

 

 

授 業 時 の

発問 

 

 

史料読解 

 

 

ノート提出 

 

テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


